
②四分割法

側端部分

壁量充足率

存在壁量

必要壁量階数が異なる場合

壁率比

判定基準

0.5以上

各側端部分の壁量
充足率1を超える

偏心率

③構造計算許容応力度計算地震力

④構造計画、構造
部材

切り欠き

継手

アンカーボルト

耐力壁配置

③振れ止め

④耐震性向上補強部位

2階床の水平剛性

屋根の重量

2階床組みの補強

1階床組の補強

④金物かね折り金物

山形プレート

ひねり金物

①必要壁量

地震力

床面積に乗じる
数値

地盤が軟弱な地
域

小屋裏収納

風圧力
見付面積に乗じ

る数値

③壁倍率

筋かいを入れた
軸組

構造用合板との
併用

壁倍率の最大値

合板を用いた軸
組

両面貼り

片面に２枚貼り

③筋かい
圧縮力、引張力
を負担する筋か

い

引張力のみを負
担

欠き込み

④柱の小径

垂直距離 有効細長比

管柱、通し柱 金物補強

木
質
構
造


